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備備備備えあればえあればえあればえあれば憂憂憂憂いなしいなしいなしいなし！！！！    

皆さんは「もしも」に備えています

か？立川市では高齢者世帯の被害を防

止するため、防災機器の設置に対する

助成と住宅の家具に転倒防止器具を取

り付ける事業を行なっています。 

【【【【火災安全火災安全火災安全火災安全システムシステムシステムシステム事業事業事業事業】】】】    

●自動消火装置 ●火災警報器 ●電

磁調理器 ●ガス安全システムを取り

付ける際に、費用の一部を助成します。

各品目により限度額があり、 

所得によっては自己負担して 

いただく場合もあります。 
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編集後記/青葉輝く季節になりました。ウォーキングして森林浴に出掛けたいですね。 

【【【【家具転倒防止器具取付事業家具転倒防止器具取付事業家具転倒防止器具取付事業家具転倒防止器具取付事業】】】】    

たんすや本棚・食器棚など、1世帯 1

家屋に限り 5ヶ所を限度として、転

倒防止器具を取り付けます。取り付

け費用は無料（取り外しは自己負担）

です。 

どちらの事業も、対象は 65 歳以

上の一人暮らしまたは高齢者のみの

世帯です。詳しくは立川市高齢福祉

課福祉相談係か、お近くの立川市地

域包括支援センターまでお問い合わ

せください。 

これまで立川市が 40 歳以上の市民

の方に実施していた「基本健康診査」

は、平成 20年 4月から、「高齢者の医

療の確保に関する法律」に基づき、各

医療保険者（国民健康保険、共済組合、

政府管掌保険など）に義務づけられる

特定健康診査に変わります。 

健診の案内は各保険者からになり

ます。 

立川市は立川市国民健康保険加入

者、長寿（後期高齢者）医療制度対象

者の方などの健診を実施します。今ま

でと同じように市内の医療機関で受

診できます。4～9 月生まれの方は６

月から、10～3月生まれの方には１０

月から健診が始まる予定です。 

○『特定健診』とは… 

40 歳～74 歳の方を対象に、メタボ

リックシンドロームの予防･改善に

特化した健診です。各保険者が、加

入者（被保険者や被扶養者）を対象

に健診を行います。腹囲測定が加わ

り、さらに血糖･脂質･血圧の結果か 

こころのうたこころのうたこころのうたこころのうた    

 

    特定健診特定健診特定健診特定健診････特定保健指導特定保健指導特定保健指導特定保健指導がががが始始始始まりますまりますまりますまります    

立川市内に６か所､委託されている地域包括支援センターは地域に

住む高齢者や介護者のための総合相談窓口です｡ご利用ください｡ 

立川市北部中立川市北部中立川市北部中立川市北部中さいわいさいわいさいわいさいわい地域包括支援地域包括支援地域包括支援地域包括支援センターセンターセンターセンター�５３８－２３３９ 

(担当の地域が決まっている為、他の支援センターをご紹介する場合もありますのであらかじめご了解下さい。) 

 

高齢者高齢者高齢者高齢者のののの介護介護介護介護やややや福祉福祉福祉福祉でででで悩悩悩悩んでいたらおんでいたらおんでいたらおんでいたらお電話電話電話電話をををを！！！！    
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らメタボリックシンドロームの判

定が行われます。 

○『特定保健指導』とは… 

特定健診の結果から、生活習慣病の

発症リスクの程度に応じて、個別指

導やグループ面接などの支援が行

われます。対象の方には保険者から

『特定保健指導利用券』が届きま

す。 

○『長寿（後期高齢者）健診』とは･･･ 

長寿（後期高齢者）医療制度の対象

者に行われる健康診査です。立川市

では特定健診と同じ項目で実施さ

れます。 

 

生活習慣病は、一人ひとりが、バラ

ンスの取れた食生活、適度な運動習慣

を身に付けることで予防が可能です。

健診や保健指導は積極的にご利用い

ただき、健康づくりにお役立てくださ

い。詳しくは、立川市 

健康推進課 527-3272 まで 

ご連絡ください。 
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後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度についてについてについてについて    

後期高齢者医療制度が、4 月混乱

のうちにスタートしました。開始前

の説明不足や、高齢者に新たな負担

が課される等不安の多い幕開けで

す。今一度制度のポイントをお伝え

します。 

 

◎後期高齢者医療制度は高齢者人口

が増え続ける中、高齢者の医療費

を将来的にも安定して支えるため

に創設されました。 

◎対象となる方は 75 歳以上の高齢

者と、65歳以上で一部、障害の認

定を受けた方です。 

◎被保険者には一人ひとり保険証が

発行されます。立川市では黄色い

帯のある以前の医療証と同じ大き

さのものです。今まで家族の扶養

になっていた方も同様です。 

◎医療機関ではこの一枚の被保険者

証を提示し、かかった費用の一割

あるいは三割（現役並みの収入の

ある方）を自己負担します。 

◎保険料は所得割りと都内均一の均

等割りの二本立てですが、世帯所

得により 7割 5割 2割の軽減措置

があります。また保険料の支払い

は原則として年金からの天引きで

す。 

◎今まで家族の扶養になっていて保険

料の支払いがなかった方も保険料を

負担することになります。しかし今年

の９月までは全額負担免除、所得割り

は平成２２年３月まで免除、均等割り

は１０月から来年の３月まで９割軽

減されます。 

◎医療費が高額で自己負担限度額を超

えたとき、今までどおり申請により超

えた分の払い戻しが受けられます。 

◎新制度「高額医療・高額介護費合算制

度」により、世帯内で医療費と介護費

（介護保険）両方を負担していると

き、年間の合計額が規定の限度額を超

えた場合にも、申請により超えた分の

払い戻しが受けられます。 

◎これから７５歳のお誕生日を迎えら

れる方は、お誕生日までに新しい保険

証が届くことになっています。 

 

 開始当初から様々な不都合があった

り、保険料の値上がりなど、制度につい

て疑問に思われる方も多く居られるか

もしれません。お問い合わせは市役所の

保険課業務係となります。 

（市役所 523-2111内線 498） 

地域包括支援センターは主任介護支援専門員・社会福祉士・保健師などの

専門職がチームとなって、地域で暮らす高齢者や介護者を支援します。 

主任介護支援専門員の鈴木祐子です。 

職員一同チームとなって、皆様のお困り

事に対応してまいります。 

社会福祉士の花摘純子です。手話通

訳士の資格も持っています。手話での

ご相談にも応じてまいります。 

事務職の幸田絵美です。お電話での

相談など、対応することもあると思い

ますので、よろしくお願いします。 

社会福祉士の鈴木伸行です。 

介護についてお困り事があれば、お気

軽にお電話ください！ 

看護師の水村安代です。要介護状態に

ならないための健康作りをお手伝い

します。 


